
最近の北海道経済の動向等について
（全国財務局長会議報告資料）

令和８年１月
北 海 道 財 務 局

Ⅰ．最近の北海道財務局管内の経済情勢

Ⅱ．地域におけるAI活用を巡る現状（特別調査）

希望ある未来へ 地域と歩む  北海道財務局

【問い合わせ先】
 財務省北海道財務局 総務部 経済調査課
   電話011（709）2311（内線4381）



2

項目 前回（７年１０月判断） 今回（８年１月判断）
前回
比較

備考

個人消費 持ち直している 持ち直している

生産活動 一進一退の状況にある 弱含んでいる
下方修正は、令和６年４月
判断以来、７期ぶり

設備投資 ７年度は減少見込み ７年度は増加見込み
増加見込みは、令和７年７
月判断以来、２期ぶり

雇用情勢 緩やかに持ち直している 緩やかに持ち直している

住宅建設 弱い動きとなっている 弱い動きとなっている

観 光 緩やかに拡大しつつある 緩やかに拡大しつつある

公共事業 前年を上回る 前年を下回る
前年を下回るのは、令和７
年４月判断以来、３期ぶり

企業の景況感 「上昇」超となっている 「下降」超となっている
「下降」超は、令和７年７月
判断以来、２期ぶり

企業収益 ７年度は増益見込み ７年度は減益見込み
減益見込みは、令和７年７
月判断以来、２期ぶり

前回（７年１０月判断） 今回（８年１月判断） 前回比較 総括判断の要点

総括判断 持ち直している 持ち直している
個人消費は、持ち直している。生産活動は、弱含んでいる。雇用情勢は、
緩やかに持ち直している。観光は、緩やかに拡大しつつある。

（注） ８年１月判断は、前回７年１０月判断以降、足下の状況までを含めた期間で判断している。

〔先行き〕 先行きについては、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、持ち直していくことが期待される。ただし、今後の物価動向、
米国の通商政策、金融資本市場の変動等の影響に注意する必要がある。

Ⅰ.最近の北海道財務局管内の経済情勢 総括 北海道財務局
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■生の声

➢ 北海道観光の人気がコロナ前と比較しても高まっていることから、機材の大型化や

増便を行っており、来道客数が前年を上回る状況が続いている。 【運輸】

➢ インバウンドについては、韓国、台湾、香港のほか、直行便の増便を背景に東南

アジア圏からの観光客が増加しているため、前年を上回っている。 【旅行】

➢ 足下の予約状況については国内客、インバウンドともに堅調。中国からの観光客

は、団体客が減少している一方で大半を占める個人客は堅調であり、引き続き

冬季シーズンの需要は旺盛だと見込んでいる。【宿泊】

観光

前 回
（令和７年10月判断）

今 回
（令和8年1月判断）

緩やかに拡大しつつある 緩やかに拡大しつつある

観光は、来道客数、外国人入国者数ともに前年及びコロナ前を上回っており、
緩やかに拡大しつつある。

Ⅰ.最近の北海道財務局管内の経済情勢 主要項目における特徴的な動向

〔来道客数〕
2025年10-11月

前年比

＋2.0％

2019年
（令和元年）比

+9.5％

※北海道外から航空機（国内線）、鉄道、
フェリーを利用して北海道入りした旅客数

【出所】（公社）北海道観光機構 【出所】法務省

〔来道客数〕 〔外国人入国者数〕（万人） （万人）（％） （％）

北海道財務局

■生の声

➢ 鋼材メーカーの高炉トラブルにより原料の調達が滞ったことから、今期生産が大幅

に縮小した。【鉄鋼】

➢ 例年と比べ、中規模のマンションや商業ビルの着工数が少なく、建具、鉄骨等の

生産量が低調に推移している。【金属】

➢ 今年度の秋鮭漁獲量は過去最低水準であり、加えて円安で輸入コストもかさむ

ため、原料確保が困難となり生産量が減少した。【食料品】

➢ 国内、海外向けともに受注は引き続き堅調であり、生産動向は安定している。 

【輸送機械】

前 回
（令和７年10月判断）

今 回
（令和8年1月判断）

一進一退の状況にある 弱含んでいる

生産活動は、「鉄鋼」や「金属」などが減少しており、全体では弱含んでいる。

2025年10月
前四半期比

北海道

91.2

▲3.2％

〔鉱工業生産指数（季節調整値）〕

全国

104.7

＋2.6％

【出所】経済産業省、北海道経済産業局

（2020年＝100）

生産活動

※北海道へ直接入国したもののみ集計
※７年11・12月は速報値

+50.3％

〔外国人入国者数〕
2025年10-12月

前年比

＋21.3％

2019年
（令和元年）比

2025年12月単月
前年比

+13.9％
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地域におけるＡＩ活用を巡る現状

• ＡＩを活用している企業の割合は、５年前に比べ大幅に増加。５年前は大企業が中心だったが、現在は中小企業でも活用が進む。

• ＡＩ活用の用途は、いずれの規模でも「文章作成」や「情報検索・収集・調査」を挙げる企業が多い。

• ＡＩ活用の効果は、いずれの規模でも「業務時間の削減」が最多。大企業・中堅企業では、次いで「コスト削減」、「必要人員の減少」が多いなど財

務上の効果を挙げている。中小企業は「既存商品等の価値・品質向上」が多く、アウトプット面の効果を挙げている。
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○ 物流部門へのAI導入により「クロスドック方

式」を実現し、仕訳・配送業務を効率化。北海道

の冬季悪天候下における商品の安定供給維持

にも役立っている。 【大企業・卸売業】

○ 店内放送の一部にAIを活用している。イント

ネーションの精度が向上したことでAIに放送

を任せられるようになり、放送担当社員の削

減につながった。 【中堅企業・小売業】

○ 顧客との面談を録音して顧客属性を自動で

登録・分析・蓄積しており、次の顧客提案に活

かしている。 【中小企業・小売業】

■調査時期：令和７年12月～令和８年1月 

■回答企業数：106社（大企業24社、中堅企業42社、中小企業40社）
■対象：北海道財務局及び管内各財務事務所・出張所が従来から継続的

にヒアリングを行っている企業等

北海道財務局Ⅱ. 地域におけるAI活用を巡る現状（特別調査）
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